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品
質
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改
善
に
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法
律
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昭
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二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
五
十
六
条
第
七

項
の
規
定
に
よ
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令
和
五
年
十
二
月
に
収
去
し
た
飼
料
の
試
験
結
果
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概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
す
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。
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〇
宮
城
県
告
示
第
百
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
及
び
解
除
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
週
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
す
る
道
路
の
種
類
及
び
路
線
名
並
び
に
占
用
を
制
限
す
る
区
域

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

区　
　
　
　
　
　
　
　

域

一
般
国
道　

三
四
九
号

柴
田
郡
柴
田
町
槻
木
白
幡
三
丁
目

柴
田
郡
柴
田
町
槻
木
白
幡
三
丁
目

一
般
国
道　

三
九
八
号

石
巻
市
雄
勝
町
雄
勝

石
巻
市
雄
勝
町
雄
勝

安
全
性
に
関
す
る
検
査

令
和
５
年
12月
　
収
去

製
造
事
業
場
等
の

名
称
及
び
所
在
地

収
去
場
所

飼
料
の
名
称

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

試
験

項
目

違
反
の
内
容

株
式
会
社
富
士
飼
料
登

米
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

登
米
市

同
左

富
士
Ｔ
Ｍ
Ｒ

R05.12
動
物
性
飼
料
－
肉
骨
粉
等

無

朝
日
精
麦
株
式
会
社

登
米
市

同
左

こ
だ
わ
り
前
期

R05.11
動
物
性
飼
料
－
肉
骨
粉
等

無

ナ
ー
リ
ン
株
式
会
社

大
郷
町

同
左

ネ
オ
・
ナ
ー
リ
ン
ブ
ル
ー

R05.６
動
物
性
飼
料
－
肉
骨
粉
等

無

バ
イ
オ
バ
ン
ク
株
式
会

社名
取
市

同
左

Ｒ
Ｂ
−
2000

R05.12
動
物
性
飼
料
－
肉
骨
粉
等

無

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
株

式
会
社
仙
台
工
場

仙
台
市

同
左

メ
イ
ズ
粕
乾
燥
品
750kg

R05.12
動
物
性
飼
料
－
肉
骨
粉
等

無

栄
養
成
分
に
関
す
る
検
査

令
和
５
年
12月
　
収
去

製
造
事
業
場
等
の

名
称
及
び
所
在
地

収
去
場
所

飼
料
の
名
称

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

試
験

項
目

違
反
の
内
容

株
式
会
社
サ
イ
ボ
ク

フ
ィ
ー
ド

栗
原
市

同
左

肥
育
６

R05.12
栄
養
成
分
等
－
粗
た
ん
白
質
、
粗
脂
肪
、
粗
繊
維
、
粗
灰
分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
り
ん

無
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石
巻
市
北
上
町
十
三
浜

石
巻
市
北
上
町
十
三
浜

牡
鹿
郡
女
川
町
鷲
神
一
丁
目

牡
鹿
郡
女
川
町
海
岸
通
り

県
道　

塩
釜
亘
理
線

名
取
市
閖
上

岩
沼
市
下
野
郷

県
道　

白
石
上
山
線

刈
田
郡
蔵
王
町
宮

刈
田
郡
蔵
王
町
宮

県
道　

古
川
登
米
線

大
崎
市
田
尻

大
崎
市
田
尻
沼
部

県
道　

本
吉
室
根
線

気
仙
沼
市
本
吉
町
津
谷
新
明
戸

気
仙
沼
市
本
吉
町
津
谷
新
明
戸

県
道　

築
館
登
米
線

登
米
市
迫
町
佐
沼

登
米
市
迫
町
佐
沼

県
道　

利
府
松
山
線

大
崎
市
松
山
下
伊
場
野

大
崎
市
松
山
下
伊
場
野

県
道　

女
川
牡
鹿
線

牡
鹿
郡
女
川
町
飯
子
浜

石
巻
市
大
原
浜

県
道　

古
川
一
迫
線

大
崎
市
古
川

大
崎
市
古
川
桜
ノ
目

県
道　

気
仙
沼
本
吉
線

気
仙
沼
市
本
吉
町
坊
の
倉

気
仙
沼
市
本
吉
町
津
谷
舘
岡

県
道　

岩
沼
海
浜
緑
地
線

岩
沼
市
押
分

岩
沼
市
押
分

県
道　

田
尻
停
車
場
線

大
崎
市
田
尻
沼
部

大
崎
市
田
尻
沼
部

県
道　

神
取
河
北
線

石
巻
市
小
船
越

石
巻
市
小
船
越

県
道　

石
巻
工
業
港
矢
本
線

石
巻
市
門
脇

石
巻
市
門
脇

県
道　

石
巻
女
川
イ
ン
タ
ー
線

石
巻
市
蛇
田

石
巻
市
蛇
田

二　

指
定
を
解
除
す
る
道
路
の
種
類
及
び
路
線
名
並
び
に
占
用
の
制
限
を
解
除
す
る
区
域

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

区　
　
　
　
　
　
　
　

域

一
般
国
道　

一
〇
八
号

大
崎
市
鳴
子
温
泉

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首

一
般
国
道　

三
九
八
号

登
米
市
迫
町
佐
沼

登
米
市
迫
町
佐
沼

県
道　

白
石
上
山
線

刈
田
郡
蔵
王
町
宮

刈
田
郡
蔵
王
町
宮

県
道　

本
吉
室
根
線

気
仙
沼
市
本
吉
町
津
谷
松
岡

気
仙
沼
市
本
吉
町
津
谷
新
明
戸

県
道　

気
仙
沼
唐
桑
線

気
仙
沼
市
本
町
二
丁
目

気
仙
沼
市
化
粧
坂

県
道　

古
川
松
山
線

大
崎
市
松
山
下
伊
場
野

大
崎
市
松
山
下
伊
場
野

県
道　

石
巻
河
北
線

石
巻
市
東
中
里
一
丁
目

石
巻
市
東
中
里
二
丁
目

県
道　

利
府
松
山
線

大
崎
市
松
山
下
伊
場
野

大
崎
市
松
山
下
伊
場
野

県
道　

田
尻
瀬
峰
線

大
崎
市
田
尻

大
崎
市
田
尻
通
木

県
道　

大
島
浪
板
線

気
仙
沼
市
外
畑

気
仙
沼
市
磯
草

気
仙
沼
市
二
ノ
浜

気
仙
沼
市
浪
板

県
道　

石
巻
女
川
線

石
巻
市
双
葉
町

石
巻
市
南
光
町
二
丁
目

三　

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

　

�　

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を
認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移

設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

　

�　

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四　

占
用
を
制
限
す
る
理
由

　

�　

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
。

五　

占
用
の
制
限
の
開
始
及
び
占
用
の
制
限
の
解
除
の
期
日

　
　

令
和
六
年
三
月
一
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。
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令
和
六
年
二
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

今
千
佳
後
援
会

今　
　

千
佳

今　
　

千
佳

刈
田
郡
蔵
王
町
宮
字
台
五
一－

二
八

令
和
六
年

�

一
月
四
日

桜
井
ま
さ
る
後
援
会

櫻
井　
　

勝

櫻
井　
　

勝

黒
川
郡
大
和
町
落
合
三
ケ
内
字
平
和
三

七

令
和
六
年

�

一
月
二
十
四
日

佐
々
木
あ
き
お
後
援
会

佐
々
木
昭
雄

佐
々
木
昭
雄

柴
田
郡
川
崎
町
川
内
字
七
曲
山
二
一
六

－

三

令
和
六
年

�

一
月
三
十
一
日

し
も
と
ま
い
あ
さ
こ
後

援
会

下
斗
米
麻
子

下
斗
米
大
作

柴
田
郡
川
崎
町
前
川
字
手
代
塚
山
二－
一
七
五

令
和
六
年

�

一
月
十
日

平
渡
り
ょ
う
後
援
会

平
渡　
　

亮

相
澤　

英
顕

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
下
草
字
迫
一
五

令
和
六
年

�

一
月
九
日

〇
宮
選
管
告
示
第
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

宮
城
維
新
の
会

早
坂　
　

敦

会
計
責
任
者

の

氏

名

石
森　

悠
士

常
澤　

正
史

令
和
六
年

�

一
月
十
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

伊
東
孝
浩
後
援
会

伊
東　

孝
浩

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

石
巻
市
駅
前
北
通

り
三－

九－

一
〇

－

三

石
巻
市
中
浦
一－

二－

四
一

令
和
五
年

�

六
月
一
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

伊
東　

孝
浩

大
山　
　

勝

令
和
五
年

�

十
二
月
一
日

及
川
圭
助
後
援
会

及
川　

圭
助

主
た
る
事
務

登
米
市
南
方
町
狼

登
米
市
南
方
町
畑

令
和
四
年

所
の
所
在
地

掛
一
五
一－

一

岡
下
九
三－

一

�

二
月
十
日

大
泉
の
り
子
後
援
会

大
泉　

信
幸

代

表

者

の

氏

名

大
泉　

信
幸

齋
藤　

英
一

令
和
六
年

�

一
月
三
十
一
日

葛
西
清
を
育
て
る
会

齋
藤　

孝
吉

代

表

者

の

氏

名

齋
藤　

孝
吉

大
沼　

克
己

令
和
六
年

�

一
月
十
五
日

か
っ
ち
恵
後
援
会

佐
々
木　

恵

会
計
責
任
者

の

氏

名

森
田　

敏
男

菊
谷　

英
樹

令
和
六
年

�

一
月
六
日

さ
わ
だ
ゆ
う
す
け
を
育

て
る
会

澤
田　

裕
輔

政
治
団
体
の

名

称

さ
わ
だ
ゆ
う
す
け

を
育
て
る
会

澤
田
ゆ
う
す
け
後

援
会

令
和
六
年

�

一
月
二
十
日

税
理
士
に
よ
る
愛
知
治

郎
後
援
会

浅
利　

一
儀

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
太
白
区
西

中
田
六－

一
三－

一
五

仙
台
市
青
葉
区
大

町
一－

二－

一
六

令
和
五
年

�

十
二
月
二
十
八
日

馬
場
勝
彦
後
援
会

鈴
木　

長
男

代

表

者�

の

氏

名

鈴
木　

長
男

佐
藤　

頼
夫

令
和
六
年

�

一
月
十
五
日

平
岡
し
ず
か
後
援
会

平
岡　

静
香

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

富
谷
市
成
田
四－

一
八－

一

富
谷
市
明
石
台
二

－

一
九－

一
六

令
和
六
年

�

一
月
九
日

宮
城
県
商
工
政
治
連
盟

河
南
桃
生
支
部

若
山　

智
彦

代

表

者

の

氏

名

若
山　

智
彦

阿
部　
　

計

令
和
五
年

�

八
月
三
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

髙
橋　

英
一

若
山　

智
彦

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

石
巻
市
桃
生
町
中

津
山
字
八
木
一
六

〇－

二

石
巻
市
前
谷
地
字

上
楼
屋
一
三
番
一

令
和
五
年

�

十
一
月
三
十
日

宮
城
未
来
政
策
研
究
会

鈴
木　

謙
一

会
計
責
任
者

の

氏

名

八
重
樫
和
彦

遠
藤　

拓
弥

令
和
六
年

�

一
月
四
日

豊
か
で
元
気
な
丸
森
を

創
る
会

草
刈　

孝
三

代

表

者

の

氏

名

草
刈　

孝
三

大
槻　

孝
雄

令
和
五
年

�

十
二
月
六
日

米
川
し
ゅ
う
じ
後
援
会

米
川　

修
司

政
治
団
体
の

名

称

米
川
し
ゅ
う
じ
後

援
会

米
川
修
司
後
援
会

令
和
五
年

�

十
二
月
三
十
一
日

渡
辺
ひ
ろ
し
後
援
会

渡
辺　
　

博

会
計
責
任
者

の

氏

名

若
井　

陽
子

五
味　

照
美

令
和
六
年

�

一
月
二
十
七
日

〇
宮
選
管
告
示
第
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日
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愛
知
か
な
え
の
会

愛
知
加
奈
絵

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

安
藤
と
し
た
け
後
援
会

朝
倉　

秀
雄

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日

大
沼
ま
さ
あ
き
後
援
会

阿
子
島　

洋

令
和
六
年
一
月
十
日

小
山
勇
朗
後
援
会

小
山　

勇
朗

令
和
六
年
一
月
二
十
日

菊
地
ま
さ
お
後
援
会

菊
地　

昌
夫

令
和
六
年
一
月
五
日

木
村
し
ん
い
ち
後
援
会

柴　
　

洋
子

令
和
五
年
十
二
月
一
日

さ
さ
き
あ
き
お
後
援
会

菊
地　

重
雄

平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日

佐
藤
和
好
後
援
会

千
田　

清
憲

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日

親
幸
会

中
沢　

幸
男

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日

田
村
ひ
ろ
し
後
援
会

菊
地　

幸
一

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日

中
沢
幸
男
の
会

栗
原　

憲
昭

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日

２
１
世
紀
会

安
藤　

俊
威

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日

２
０
３
０
年
の
仙
台
を
考
え
る
会

千
葉　

修
平

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日

ふ
る
さ
と
あ
っ
た
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

千
葉　

正
次

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日

目
黒
越
雄
後
援
会

目
黒　
　

攻

令
和
五
年
十
二
月
二
十
日

や
つ
む
つ
お
後
援
会

玉
手　

哲
男

令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日

吉
田
や
す
ひ
ろ
後
援
会

吉
田　

耕
大

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日

若
生
ひ
で
と
し
後
援
会

若
生　

英
俊

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
平
成
二
十
八
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
四
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
五
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

さ
さ
き
あ
き
お
後
援
会

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 31（

28. 12. １
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

大
沼
ま
さ
あ
き
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
. 12. 20（

６
. １
. 10解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

佐
藤
和
好
後
援
会

報
告
年
月
日
　
６
. １
. ９
（
５
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

228,831

　
　
　
前
年
繰
越
額

228,831

２
　
支
出
総
額

0

や
つ
む
つ
お
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
. 12. ６

（
４
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）
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愛
知
か
な
え
の
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
愛
知
加
奈
絵

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 18（

５
. 12. 15解

散
）

１
　
収
入
総
額

300,000

　
　
　
本
年
収
入
額

300,000

２
　
支
出
総
額

300,000

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
そ
の
他
の
収
入

300,000

　
　
　
自
由
民
主
党
宮
城
県
支
部
連
合
会
か
ら
の
推
薦
料

300,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

300,000

　
　
　
そ
の
他
の
経
費

300,000

小
山
勇
朗
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
小
山
　
勇
朗

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 22（

６
. １
. 20解

散
）

１
　
収
入
総
額

376,114

　
　
　
前
年
繰
越
額

376,114

２
　
支
出
総
額

154,335

３
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

154,335

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

154,335

　
　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

154,335

菊
地
ま
さ
お
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
菊
地
　
昌
夫

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
名
取
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 10（

６
. １
. ５
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

親
幸
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
中
沢
　
幸
男

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 17（

５
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

1,661,191

　
　
　
前
年
繰
越
額

38,894

　
　
　
本
年
収
入
額

1,622,297

２
　
支
出
総
額

1,661,191

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

1,622,297

　
　
　
個
人
分

1,617,297

　
　
　
政
治
団
体
分

5,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

995,201

　
　
　
人
件
費

530,000

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

23,200

　
　
　
事
務
所
費

442,001

　
　
政
治
活
動
費

665,990

　
　
　
組
織
活
動
費

297,370

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

268,620

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

268,620

　
　
　
そ
の
他
の
経
費

100,000

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
佐
竹
　
正
美

60,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
平
石
　
雅
也

120,000
東
京
都
新
宿
区

　
　
鈴
木
　
豊
實

120,000
多
賀
城
市

　
　
海
道
　
謙
司

120,000
仙
台
市
太
白
区

　
　
根
本
　
健

60,000
静
岡
県
静
岡
市

　
　
阿
部
　
和
夫

110,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
中
沢
　
幸
男

1,027,297
仙
台
市
青
葉
区

　
〔
政
治
団
体
分
〕
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政
治
活
動
費

390,000

　
　
　
寄
附
・
交
付
金

390,000

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
安
藤
　
俊
威

1,085,000
白
石
市

　
　
朝
倉
　
秀
雄

170,000
白
石
市

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

安
藤
と
し
た
け
後
援
会

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 15（

５
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

409,002

　
　
　
前
年
繰
越
額

19,002

　
　
　
本
年
収
入
額

390,000

２
　
支
出
総
額

409,002

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

390,000

　
　
　
政
治
団
体
分

390,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

409,002

　
　
　
光
熱
水
費

17,964

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

31,989

　
　
　
事
務
所
費

359,049

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
政
治
団
体
分
〕

　
　
２
１
世
紀
会

390,000
白
石
市

大
沼
ま
さ
あ
き
後
援
会

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 10（

６
. １
. 10解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

木
村
し
ん
い
ち
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
. 12. 14（

５
. 12. １

解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

5,000

６
　
資
産
等
の
内
訳

　
〔
借
入
金
〕

　
　
中
沢
　
幸
男

2,500,000

２
１
世
紀
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
安
藤
　
俊
威

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 15（

５
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

2,684,585

　
　
　
前
年
繰
越
額

369,584

　
　
　
本
年
収
入
額

2,315,001

２
　
支
出
総
額

2,684,585

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

1,255,000

　
　
　
個
人
分

1,255,000

　
　
そ
の
他
の
収
入

1,060,001

　
　
　
事
務
委
託
費
　
１
月
分

100,000

　
　
　
事
務
委
託
費
　
２
月
分

100,000

　
　
　
事
務
委
託
費
　
３
月
分

100,000

　
　
　
事
務
委
託
費
　
４
月
分

100,000

　
　
　
事
務
委
託
費
　
５
月
分

100,000

　
　
　
事
務
委
託
費
　
６
月
分

100,000

　
　
　
事
務
委
託
費
　
７
月
分

100,000

　
　
　
事
務
委
託
費
　
８
月
分

100,000

　
　
　
事
務
委
託
費
　
９
月
分

100,000

　
　
　
事
務
委
託
費
　
10月
分

100,000

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

60,001

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

2,294,585

　
　
　
人
件
費

2,264,744

　
　
　
事
務
所
費

29,841
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〇
宮
選
管
告
示
第
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
六
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

小
山
勇
朗
後
援
会

２
　
支
出
総
額

0

佐
藤
和
好
後
援
会

報
告
年
月
日
　
６
. １
. ９
（
５
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

1,428,831

　
　
　
前
年
繰
越
額

228,831

　
　
　
本
年
収
入
額

1,200,000

２
　
支
出
総
額

1,402,130

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
個
人
の
党
費
・
会
費
�

（
200人

）
1,200,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

1,402,130

　
　
　
組
織
活
動
費

1,402,130

田
村
ひ
ろ
し
後
援
会

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 16（

５
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

中
沢
幸
男
の
会

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 17（

５
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

13,440

　
　
　
前
年
繰
越
額

4,916

　
　
　
本
年
収
入
額

8,524

２
　
支
出
総
額

13,440

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

8,524

　
　
　
個
人
分

8,524

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

13,440

　
　
　
事
務
所
費

13,440

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

8,524

２
０
３
０
年
の
仙
台
を
考
え
る
会

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 16（

５
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

25,136

　
　
　
前
年
繰
越
額

25,136

２
　
支
出
総
額

0

ふ
る
さ
と
あ
っ
た
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 23（

５
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

目
黒
越
雄
後
援
会

報
告
年
月
日
　
６
. １
. ５
（
５
. 12. 20解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

吉
田
や
す
ひ
ろ
後
援
会

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 10（

５
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

若
生
ひ
で
と
し
後
援
会

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 10（

５
. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0



（9）　令和６年２月26日　月曜日 第480号宮　　城　　県　　公　　報

〇
宮
選
管
告
示
第
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

異
動
事
項

新

旧

　

異
動
年
月
日

畠
山　

和
純

リ
ア
ス
・
未
来
の

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

気
仙
沼
市
田
中
前
二

－

八－

一
四

気
仙
沼
市
弁
天
町
一

－

八－

二
〇

令
和
五
年

�

七
月
七
日

平
岡　

静
香

平
岡
し
ず
か
後
援

会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

富
谷
市
成
田
四－

一

八－

一

富
谷
市
明
石
台
二－

一
九－

一
六

令
和
六
年

�

一
月
九
日

〇
宮
選
管
告
示
第
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
及
び
同
項
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
、次
の
と
お
り
資
金
管
理
団
体
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
及
び
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

㈠　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

取
消
年
月
日

安
藤　

俊
威

２
１
世
紀
会

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日

㈡　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
年
月
日　
　
　

愛
知
加
奈
絵

愛
知
か
な
え
の
会

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

小
山　

勇
朗

小
山
勇
朗
後
援
会

令
和
六
年
一
月
二
十
日

菊
地　

昌
夫

菊
地
ま
さ
お
後
援
会

令
和
六
年
一
月
五
日

中
沢　

幸
男

親
幸
会

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
六
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
地
先
海
面
（
共

同
漁
業
権
区
域
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
一
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
を
使
用
し
て
行
う
か
ご
漁
業
（
以
下
「
か

ご
漁
業
」
と
い
う
。）
の
操
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

　
　

令
和
六
年
二
月
二
十
六
日

�

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

会　

長　
　

關　
　
　
　
　

哲　
　

夫　
　
　

一　

制
限
期
間

　
　

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

二　

操
業
区
域

　
　

宮
城
県
地
先
海
面
（
共
同
漁
業
権
区
域
を
除
く
。）

三　

漁
業
時
期

　
　

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

四　

操
業
の
届
出

　

�　

二
の
操
業
区
域
に
お
い
て
か
ご
漁
業
を
操
業
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
使
用
漁
船
ご
と
に
、
別
紙
か
ご
漁
業
操
業
事

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
小
山
　
勇
朗

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 22（

６
. １
. 20解

散
）

１
　
収
入
総
額

221,779

　
　
　
前
年
繰
越
額

221,779

２
　
支
出
総
額

0

菊
地
ま
さ
お
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
菊
地
　
昌
夫

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
名
取
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 10（

６
. １
. ５
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

大
沼
ま
さ
あ
き
後
援
会

報
告
年
月
日
　
６
. １
. 10（

６
. １
. 10解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0
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務
取
扱
要
領
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

ま
た
、
届
出
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
遅
延
な
く
、
委
員
会
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五　

条
件

　

１�　

四
の
届
出
を
し
た
者
（
以
下
「
届
出
者
」
と
い
う
。）
は
、
操
業
す
る
際
、
委
員
会
が
交
付
す
る
届
出
を
受
理

し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
写
し
で
も
可
）
を
漁
船
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２�　

届
出
者
は
、
操
業
期
間
中
、
別
に
定
め
る
標
識
を
使
用
す
る
漁
船
の
船
体
の
見
や
す
い
場
所
に
表
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

３�　

届
出
者
は
、
宮
城
県
漁
業
調
整
規
則
（
令
和
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
三
号
）
第
六
十
条
の
規
定
を
遵
守
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

４�　

ワ
タ
リ
ガ
ニ
（
ガ
ザ
ミ
）
に
つ
い
て
は
、
抱
卵
個
体
（
外
子
を
有
す
る
個
体
）
を
漁
獲
し
た
場
合
は
、
再
放
流

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

５�　

届
出
者
は
、
操
業
す
る
海
域
に
お
い
て
漁
業
者
間
で
定
め
ら
れ
て
い
る
操
業
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
よ
う
努
め
る

ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
漁
業
者
間
で
協
議
し
、
協
調
操
業
体
制
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

６�　

届
出
者
は
、
操
業
す
る
海
域
に
お
い
て
漁
場
が
競
合
す
る
他
の
漁
業
が
あ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
無

線
又
は
船
舶
電
話
等
に
よ
り
相
手
方
と
交
信
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
回
避
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

７　

届
出
者
は
、
漁
業
時
期
終
了
後
一
か
月
以
内
に
、
漁
獲
成
績
報
告
書
を
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
別
紙
）

　
　
　

か
ご
漁
業
操
業
事
務
取
扱
要
領

　

（
操
業
の
届
出
及
び
変
更
の
届
出
）

第�

一　

か
ご
漁
業
の
制
限（
令
和
五
年
度
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
六
号
。
以
下「
委
員
会
指
示
」と
い
う
。）

四
の
届
出
（
以
下
「
届
出
」
と
い
う
。）
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
漁
業
協
同
組
合
に
所
属
す
る
者
に
あ
っ
て
は
所

属
漁
業
協
同
組
合
が
取
り
ま
と
め
、
か
ご
漁
業
操
業
届
出
書
（
様
式
第
一
号
。
以
下
「
操
業
届
出
書
」
と
い
う
。）

を
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
（
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

宮
城
県
水
産
林
政
部
水
産
業
振
興
課

内
。
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

届
出
を
し
た
者
（
以
下
「
届
出
者
」
と
い
う
。）
は
、
操
業
届
出
書
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
遅

延
な
く
か
ご
漁
業
変
更
届
出
書
（
様
式
第
二
号
。
以
下
「
変
更
届
出
書
」
と
い
う
。）
を
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３�　

宮
城
県
以
外
の
船
籍
の
者
（
以
下
「
県
外
届
出
者
」
と
い
う
。）
が
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
届
出
者
の

住
所
の
所
在
す
る
都
道
府
県
知
事
の
副
申
書
を
添
え
て
、
か
ご
漁
業
操
業
届
出
書
（
様
式
第
一
号
）
を
委
員
会
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
届
出
書
の
受
理
）

第�

二　

操
業
届
出
書
及
び
変
更
届
出
書
は
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）、
そ
の
他
関
係
法
令

に
抵
触
し
な
い
場
合
及
び
漁
業
調
整
上
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
受
理
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
届
出
を
受
理
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
交
付
）

第�

三　

委
員
会
は
、
第
二
の
規
定
に
基
づ
き
届
出
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
届
出
者
の
住
所
を
管
轄
す
る
地
方
振
興
事

務
所
（
県
外
届
出
者
に
あ
っ
て
は
管
轄
す
る
都
道
府
県
）
を
通
じ
、
届
出
を
受
理
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
届
出

者
に
交
付
す
る
。

　

（
船
体
の
標
識
）

第
四　

委
員
会
指
示
五
の
２
で
定
め
る
標
識
は
、
様
式
第
三
号
と
す
る
。

　

（
漁
獲
成
績
報
告
書
）

第
五　

委
員
会
指
示
五
の
７
の
漁
獲
成
績
報
告
書
は
、
様
式
第
四
号
と
す
る
。

　

（
操
業
届
出
書
等
の
経
由
）

第�

六　

操
業
届
出
書
、
変
更
届
出
書
及
び
第
五
の
漁
獲
成
績
報
告
書
は
、
届
出
者
を
管
轄
す
る
地
方
振
興
事
務
所
（
県

外
届
出
者
に
あ
っ
て
は
管
轄
す
る
都
道
府
県
）
を
経
由
し
て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。



（11）　令和６年２月26日　月曜日 第480号宮　　城　　県　　公　　報

（様式第 １号）

か ご 漁 業 操 業 届 出 書

� 　　年　　月　　日　　　
　　宮城海区漁業調整委員会　会長　殿
� 漁業協同組合（又は届出者）　　　　　　　　　　　
� 　　　　　　　　㊞　　
　　下記のとおり，かご漁業に着業するので届出ます。

届出番号 一連
番号 船　　名 漁船登録

番号 総トン数
操業
予定
時期

届　　　出　　　者
備考

住　　　所 氏　　名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　上記届出を受理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮城海区漁業調整委員会
海区収受
印押印欄

（
様
式
第
２
号
）

か
ご
漁
業
変
更
届
出
書

�
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長
　
殿

�
住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

　
先
に
届
出
し
た
内
容
に
つ
い
て
，
次
の
と
お
り
変
更
し
た
の
で
届
け
出
ま
す
。

記

　
１
　
船
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸

　
２
　
漁
船
登
録
番
号
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
　
届
出
番
号
　
　
宮
か
ご
第
　
　
　
　
号
○

　
４
　
変
更
の
内
容

項
　
目

変
　
　
　
更
　
　
　
前

変
　
　
　
更
　
　
　
後

　
５
　
変
更
の
理
由



第480号　令和６年２月26日　月曜日 （12）宮　　城　　県　　公　　報
（
様
式
第
３
号
）

宮
か
ご
第
　
　
　
　
号
○

　
１
�　
文
字
及
び
数
字
（
届
出
番
号
）
の
大
き
さ
は
８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
太
さ
は
1.5セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
と
す
る
こ
と
。

　
　
�　
船
外
機
動
力
漁
船
に
あ
っ
て
は
、
文
字
及
び
数
字
（
届
出
番
号
）
の
大
き
さ
は
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、

太
さ
は
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
。

　
２
�　
文
字
、
数
字
（
届
出
番
号
）
は
、
黒
色
と
す
る
こ
と
。

　
３
�　
○
印
に
は
、
所
属
漁
協
（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
に
あ
っ
て
は
、
所
属
支
所
）
の
頭
文
字
を
記
入
す
る
こ
と
。

（
漁
業
協
同
組
合
に
所
属
し
て
い
な
い
場
合
、
○
印
部
分
の
記
載
は
不
要
）

（
様
式
第
４
号
）

か
ご
漁
業
漁
獲
成
績
報
告
書

　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
　
会
長
　
殿

�
提
出
年
月
日
：
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　
　

届
出
番
号
宮
か
ご
第
　
　
　
　
号

乗
組
員
数
�

人
（
船
主
を
除
い
た
人
数
）

所
属
漁
協
名

か
ご
の

規
　
模

１
本
あ
た
り
の
使
用
か
ご
数
：�

カ
ゴ

届
出
者
氏
名

印
１
本
あ
た
り
の
総
延
長
：
�

ｍ
漁
船
登
録
番
号

総使用本数：�
本（何本敷設しているか記入）

漁
船

名
主
に
使
用
す
る
餌
：

総
ト
ン
数

ト
ン

　
１
　
操
業
状
況

月
操
業
日
数

漁
場
番
号

主
な
魚
種
別
漁
獲
量
（
㎏
）

金
　
額

（
千
円
）

※
税
抜
き

ガ
ザ
ミ

（
ワ
タ
リ
ガ
ニ
）
マ
ア
ナ
ゴ
ミ
ズ
ダ
コ

マ
ダ
コ

そ
の
他

（
　
　
　
）

４５６７８９101112１２３計

　
２
　
主
な
水
揚
げ
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
３
　
操
業
に
要
し
た
所
要
経
費経
費
（
千
円
）

経
費
合
計
（
千
円
）

備
考

漁
具
費

燃
料
費

餌
代

人
件
費

そ
の
他（
　
　
）


